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55 	 上ノ町遺跡の屋敷地

56 	 津久井城跡の発掘調査状況(馬込地区)

▲
▲

戦国時代の相模川流域

16 世紀、戦国時代と呼ばれる時代には、神奈川県域は小田原に拠点を構えた北条氏 ( 後
ご

北
ほう

条
じょう

氏 )

の治める地域となります。相模川の中・下流域周辺でも、北条氏家臣の館とみられる遺跡が見つかっ

ています。また、武田氏の治める甲
か

斐
い

との境界付近には、津久井城や八
はち

王
おう

子
じ

城 ( 八王子市 ) が置か

れ、境界を守る城として重要な役割を担いました。

上
かみ

ノ
の

町
まち

遺跡の屋敷

茅ヶ崎市の上ノ町遺跡では、80 ｍ四方ほどの溝に囲まれた主
しゅ

郭
かく

の周りを、50 ｍ前後の副
ふく

郭
かく

がい

くつも取り囲む 16 世紀の屋敷地が見つかりました。屋敷地内では、鍛冶関係の遺物や白木の椀な

ども出土しており、金属製品や木製品の製作も行われていたようです。北条氏家臣小田原衆の近藤

氏一族に関係する遺跡とみられています。

▲
▲

津久井城跡

相模原市の津久井城跡は、北～東側を流

れる相模川、南側を流れる串
くし

川の合流点付

近に築かれた山城です。城の南東側には、

甲信方面へとつながる道が走っており、相

模と甲斐の境界を守る城としての重要な役

割を担いました。

城は標高 375 ｍの通称「城
しろ

山
やま

」に築かれ

ました。山中にはいくつもの細かい平場

（曲
くる

輪
わ

）が造成され、防御施設として尾根

筋や斜面の一部を掘り下げた堀
ほり

切
きり

や、土を

盛リ上げた土
ど

塁
るい

などがつくられています。
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根小屋地区根小屋地区

近世陣屋近世陣屋
しんでんしんでん

串
川
串
川

馬込地区馬込地区
御屋敷曲輪御屋敷曲輪

本城曲輪群本城曲輪群

飯縄曲輪飯縄曲輪

相
模
川

相
模
川

荒久地区荒久地区

N

0 500m

城内に作られた曲輪のうち、「本
ほん

城
じょう

曲輪群」

などの山頂部の尾根筋にみられる曲輪は、戦な

ど有事の際に使用する詰めの城で、「御
お

屋
や

敷
しき

曲

輪」など山裾の曲輪には、城主である内藤氏が

平時に使用する屋敷などが置かれたと考えられ

ています。相模川と串川に守られた堅牢なつく

りを誇りましたが、1590 年の豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

による

小田原攻めの際、徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

勢に攻められて落城

しました。

津久井城では 1995 年から継続して発掘調査が実施され、城に関連する施設や城主屋敷の庭園な

どの遺構、中国製の陶磁器や小田原城下と共通する土器等の遺物が確認されています。

金属加工に関係した遺構や遺物も見つかっており、釘などをつくるような簡易な鍛冶は城内でも

行っていたようです。また、金の精練も行われていたようで、金の粒が付着した土器が出土してい

ます。

57 	 津久井城の地形と曲輪

58 	「本城曲輪群」中の「米曲輪」で確認された石敷遺構

59 	 金粒が付着した土器(左)と金粒の拡大写真(右)（相模原市立博物館所蔵）
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5kmを 2.8cmで 1/180,000

5kmを 2.5cmで 1/200,000

5kmを 3cmで 1/166,667

0 10km

N

大山大山

戸田

田村

馬入

厚木

小倉

当麻

戸田

田村

馬入

厚木

小倉

当麻

諏訪番所諏訪番所

荒川番所荒川番所

奥畑番所奥畑番所
（境川番所）（境川番所）

東海道東海道

甲州街道甲州街道

矢
倉
沢
往
還

矢
倉
沢
往
還

中
原
街
道

中
原
街
道

八
王
子
道

八
王
子
道

新田新田

須賀須賀 柳島柳島

葉山島葉山島

勝瀬勝瀬
沼本沼本

五街道五街道

その他の道その他の道

河岸場・集積所等河岸場・集積所等

番所番所

渡し渡し

▲
▲

川で運ぶ

相模川は物資の運搬路としても重

要な役割を担いました。1574 年に

北
ほう

条
じょう

氏
うじ

政
まさ

が建築資材として津久井と

七
なな

沢
さわ

の木材を須
す

賀
か

に集めさせた記録

もあり、遅くとも中世には相模川が

木材の輸送路として利用されていた

ことがわかります。

丹沢の山々からの木材は、相模川

流域の主要な産物のひとつでした。

江戸時代の記録などによれば、上流

部や支流から運ばれてきた丸太は、

現在の山梨県上野原市の新
あら

田
た

などで

筏
いかだ

に組まれて輸送され、さらに下流

の小倉や厚
あつ

木
ぎ

などの河
か

岸
し

場
ば

で集積さ

れてより大きな筏に組み直され、河

口の須賀や柳
やなぎしま

島から海路で江戸など

に運ばれました。

材木のほかには、タバコや年貢米、

薪や炭などが下流へ輸送されていま

す。中流部には番
ばん

所
しょ

も置かれ、通行

人を検
あらた

めたり、積荷の税を徴収して

いました。

諏訪番所跡(上野原市)

▲
▲

川を渡る

道が川を横切っている場合、先へ進むために

は川を渡らなくてはなりません。川を渡る手段

としては、徒歩や馬などで直接渡る、舟を使っ

て渡る、橋を架けるといった方法があります。

現代の私たちが日ごろ使うのは橋ですが、幅の

広い川に橋を架け、それを維持することは大変

なことでした。また、逆に川によって人の自由

な往来を妨げることも、戦国時代や江戸時代な

どにおいては重要であり、大きな河川には橋を

架けないことも多くありました。

馬
ば

入
にゅう

鉄橋付近の相模川河床で、砂利採取の際に見つかった

鐙
あぶみ

（乗馬時に足をのせる部分）です。形状などから鎌倉時

代の実用品と考えられます。武士が馬で通った際に切れて

落ちたものでしょうか。

60 	 江戸時代の相模川舟運・渡し関連位置図

61 	 鉄
てつ

舌
した

長
なが

鐙
あぶみ

 (平塚市博物館所蔵・平塚市指定重要文化財)

コラム３ 川で運ぶ、川を渡る
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62 	 馬
ば

入
にゅう

川
がわ

船橋図（平塚市博物館所蔵）　　　相模川の河口付近は「馬入川」とも呼ばれます。

64 	 厚木の渡し（『新編相模國風土記稿』国立国会図書館所蔵）

相模川の渡河に関する記録として最も古いものは、『類
るい

聚
じゅう

三
さん

代
だい

格
きゃく

』に所収の 835 年の太
だい

政
じょう

官
かん

符
ぷ

で、

「鮎
あゆ

河
かわ

」（相模川）の流れが速く渡船に難が多いとして、浮
うき

橋
はし

を架けることを命じています。また

『吾
あ

妻
づま

鏡
かがみ

』には、1188 年に鎌倉から伊豆・箱根方面に参詣する源
みなもとの

頼
より

朝
とも

のために、「相
さ

摸
がみ

河
がわ

」に浮橋

を設けたことが記されています。「浮橋」とは、川岸から対岸まで舟を並べて係留し、その上に板

を渡して仮設の橋とした「舟
ふな

橋
ばし

」と考えられ、一度に多くの人数を渡すことができ、設置・撤去も

容易なことから、徒歩での渡河が難しい河川で多人数を渡す手段としてよく使われました。江戸時

代の相模川でも舟橋が用いられたようです。

63 	 関東大震災で姿を現した旧相模川橋脚

一方、橋脚をもつ橋としては、茅ヶ崎市の

「旧
きゅう

相
さ

模
がみ

川
がわ

橋
きょう

脚
きゃく

」( 国指定史跡・天然記念物）

が有名です。この橋脚は、1923 年の関東大震

災時、地盤の液状化により地中から突き出てき

たもので、その後の調査の結果、鎌倉時代のも

のであることが確認されました。

『吾妻鏡』では 1212 年に、稲
いな

毛
げ

重
しげ

成
なり

が 17 年

前に架けた「相摸河橋」が破損して不便なため、

修繕するかどうかを協議したことの記載があり

ます。この「相摸河橋」の橋脚が「旧相模川橋脚」

であるかは不明ですが、武士が財を費やして架

けた橋も十数年で破損して通行できなくなって

いることから、橋を維持することの困難さがう

かがえます。

このような橋のない場所では、人々は舟を

使って川を渡りました。江戸時代の相模川に

は、主なものだけでも 20 以上の渡船場（渡し）

があり、厚木など主要な街道の渡船場の付近は、

市や宿として栄える場所もありました。発掘調

査の結果や史料に残る記録から、その形成が中

世にまでさかのぼるものもあります。
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▲
▲

江戸時代-相模川が最もにぎわった時代-

江戸時代になると、戦乱の世が終わり、幕府

や諸藩が国内・藩内の統治をすすめたことで、

耕地開発や交通路の整備が進み、人や物の流通

が活発になります。大
おお

山
やま

参
さん

詣
けい

などの旅行も庶民

の間で流行し、主要街道に置かれた宿場や交通

の要衝地は、地域経済の中心地となってにぎわ

いました。また、商品流通が盛んになったこと

で一般村落にも肥
ひ

前
ぜん

磁
じ

器
き

など全国各地でつくら

れた道具が普及しました。

相模川は、河口付近を東海道が横断し、上流

域は一部が甲
こう

州
しゅう

街
かい

道
どう

と並行していたほか、江戸

から延びる矢
や

倉
ぐら

沢
さわ

往
おう

還
かん

や中
なか

原
はら

街
かい

道
どう

といった脇
わき

往
おう

還
かん

や、南北方向に走る八
はち

王
おう

子
じ

道
みち

など、川を横断

する、あるいは川に沿う数多くの道があり、人

や物が盛んに往来しました。

相模川自体も、物流の運搬路として重要な役

割を担い、甲州や津久井の材木・薪炭、中流域

の年貢米や各地の特産物は、川を舟で下り、須

賀・柳島で廻
かい

船
せん

に積み替えられて江戸に運ばれ

ました。

５　にぎわう川から川ばなれへ

5kmを 2.8cmで 1/180,000

5kmを 2.5cmで 1/200,000

5kmを 3cmで 1/166,667
0 5km

N

社家宇治山

      津久井城
（代官守屋佐太夫陣屋）

東町

中野桜野

倉見川端

社家宇治山

      津久井城
（代官守屋佐太夫陣屋）
      津久井城
（代官守屋佐太夫陣屋）
      津久井城
（代官守屋佐太夫陣屋）

東町

中野桜野中野桜野中野桜野

倉見川端倉見川端倉見川端

川尻 (谷ケ原浄水場 )

河原口坊中

宮ノ越・宮ノ前

四大縄

川尻 (谷ケ原浄水場 )川尻 (谷ケ原浄水場 )川尻 (谷ケ原浄水場 )

河原口坊中

宮ノ越・宮ノ前

四大縄四大縄四大縄

近代の遺跡近代の遺跡

近世の遺跡近世の遺跡

65 	 相模川周辺の近世・近代の主な遺跡

67 	 陣屋跡から出土した具足66 	 発掘調査で見つかった陣屋跡

代
だい

官
かん

守
もり

屋
や

佐
さ

太
だ

夫
ゆう

陣
じん

屋
や

跡
あと

16 世紀の末から 17 世紀の初めにかけて、津久井城のふもとには、津久井城主・内藤氏の家臣か

ら徳川家（江戸幕府）の代官となった守屋氏の陣屋が置かれました。発掘調査では、陣屋の建物の

柱を支える礎
そ

石
せき

の跡がきれいに並んで確認され、具
ぐ

足
そく

なども出土しています。津久井城跡ではこの

ほかにも江戸時代の遺物が出土しています。
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68 	「巨商居並ぶ厚木」（『游相日記』あつぎ郷土博物館所蔵）

71 	 江戸時代の堤防（中野桜野遺跡）

69 	 高部家に関する出土品（東町遺跡・厚木市教育委員会所蔵)

70 	 江戸末期の厚木と溝の護岸
（左）	江戸末期にイギリス人写真家

Ｆ .ベアトが撮影した写真。

街道の中央に溝が走っている。

（あつぎ郷土博物館所蔵）

（上）	厚木市東町で水道管敷設工事時

に確認された溝の石積み。

相模川の堤防

江戸時代の相模川では、記録に残るだけで

37 回の氾
はん

濫
らん

があり、特に 1859 年の洪水では死

者や家屋・耕地への大きな被害が出ました。堤

防の修築や護岸工事も 28 回行われ、海老名市

の中野桜野遺跡や寒川町の倉見川端遺跡でもこ

のころの堤防が確認されています。19 世紀の

『新
しん

編
ぺん

相
さが

模
みの

国
くに

風
ふ

土
ど

記
き

稿
こう

』には中野村の堤防の高

さが「五
ご

尺
しゃく

」と記載され、調査結果（1.6 ｍ）

とほぼ一致します。

厚
あつ

木
ぎ

宿
しゅく

のにぎわい

厚木は舟荷の積替え地点であり、また矢倉沢往還の渡河地点でもあったことから、少なくとも中

世末ごろには交通の要衝として宿場が形成されていました。江戸期には大いに栄え、高
たか

部
べ

家などの

豪商も生まれます。渡
わた

辺
なべ

崋
か

山
ざん

も『游
ゆう

相
そう

日
に っ き

記』で「厚木の盛なる都とことならず」と記しており、厚

木市東
ひがし

町
ちょう

遺跡の発掘調査でも、往時のにぎわいを彷
ほう

彿
ふつ

とさせる出土品が確認されています。
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▲
▲

近代-川から離れ始めた人々-

開港と西洋文化の移入による急激な近代化の波は、相模川流域にも押し寄せてきました。ガラス

やレンガなどが身近に見られるようになる一方で、舟運や渡船、生活用水利用などにおいて暮らし

に密着していた川は、次第に人々との直接のかかわりを薄れさせていきます。

72 	 レンガ造りの酒造施設

73 	「神奈川県相模国高座郡海老名村河原口山田嘉榖邸宅」（『日本博覧図　第十編』より　個人蔵）

74 	出土した初期の送水管

河原口坊中遺跡の酒
しゅ

造
ぞう

施設

海老名市河原口坊中遺跡では、レンガ造りの

酒造施設が見つかりました。この施設は江戸時

代から昭和初期にかけて酒造を営んだ大島酒造

合資会社（1912 年まで山田家、1918 年まで山

田酒造合資会社）のもので、盛期のようすは絵

図としても残されています。発掘調査で確認さ

れた遺構では、関東大震災で破損した部分を修

繕した痕跡も確認されました。

生活用水

横浜では、開港による人口急増に対応するため、明治時代中ごろの 1887 年に国内最初の近代式

水道が引かれました。当初の水源は現・津久井湖畔の三
み

井
い

で、鉄管で横浜の野毛に送られました。

相模川流域では、その後 1936 年に寒川、1943 年に谷
たに

ケ
が

原
はら

に取水場が設けられ、現在も県内各地へ

の給水を担っています。また、1921 年には、愛川から横須賀まで送水する横須賀水道も完成しました。

このほか、1940 年に磯
いそ

部
べ

頭
とう

首
しゅ

工
こう

が設けられるなど、農業かんがい用水の整備も進みました。

（左）横須賀水道送水管 （大正二年製、厚木市宮ノ越・宮ノ前遺跡） 
（右）谷ケ原浄水場内の送水管 （昭和十七年製、相模原市川尻遺跡）
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砂利採取

相模川の砂利採取は、1885 年頃、鉄道（東海道線）の敷設に関連して、馬
ば

入
にゅう

川
がわ

鉄
てっ

橋
きょう

付近で始まっ

たといわれています。相模川の砂利は良質のものとされ、京浜地域で利用するために河口から道
どう

志
し

川との合流点である三
み

ヶ
か

木
げ

付近までにわたって盛んにおこなわれました。1921 年には砂利運搬を

目的として相
さ

模
がみ

鉄
てつ

道
どう

（現在のＪＲ相模線）が開業します。当初は茅ヶ崎駅から川
かわ

寒
さむ

川
かわ

駅（寒川駅の
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75 	 寒川町一之宮に残る相模鉄道（寒川-西寒川間）の線路

76 	 四大縄遺跡で確認された厚木駅関連施設写真（左、写真下方が北）と遺構全体図（右）

「厚木」駅関連遺跡

海老名市四
し

大
おお

繩
なわ

遺跡では、相模鉄道の厚木駅

に関連する建物跡とみられる遺構が見つかりま

した。遺跡はＪＲ相模線の厚木駅の 400 ｍほど

北側で、線路のすぐ西側の場所から、コンクリー

ト製の柱の基礎や木柱列などが見つかっていま

す。

西にあった駅 ) までを結び、1926 年には厚
あつ

木
ぎ

駅（海老名市）にまで延伸しました（その後、

橋本駅まで延伸）。

一方で、上流のダム建設による砂利供給の激

減と、機械力による採取量の増加から、河床は

どんどん低下し、1964 年に砂利採取は禁止さ

れました。河床は平均で５ｍも低下したとされ

ています。

↑コンクリート柱建物 ↑木杭列
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おわりに
相模川のほとりには、川とともに生きた人々の歴史が眠っています。その３万年以上の歴史

のあいだ、人は暮らしの中で川の存在を無視することはできず、いつも川と真剣に向き合って

きました。しかし近代以降、技術と機械力の進展に伴い、上下水道・交通網・堤防・橋・ダム

などが整備され、人と川とは急速に離れていったのです。私たちは、川の影響を受けないよう

な丈夫な橋、より便利な道路、高い堤防などを築いたことで、より安全で便利な生活を手に入れ、

川とのつながりはより希薄なものになりました。

しかし、それらの開発は「遺跡の発掘」というかたちで、川と人との距離がもっと近かった

ころの記憶を呼び覚まします。現代に生きる私たちも、時には遺跡を通じて「川」を意識して

みるのはいかがでしょうか。

発電所・ダム

1907 年、現在の山梨県大月市域で国内初の

大規模水力発電所となる駒
こま

橋
はし

発電所が稼働し、

その後 1914 年には当時の東洋で随一の規模と

なる八
や

ツ
つ

沢
ざわ

発電所が運転を開始しました。八ツ

沢発電所は全長 14 ㎞に及ぶ水力発電所で、大

月市域で取水し、水路で上野原市域まで運んで

発電します。電気は都心部に送られ、京浜地区

の発展に大いに役立ちましたが、取水により神

奈川 - 山梨県境付近の相模川の水量は大きく変

動し、川の環境が激変したことで、舟運や漁労

従事者の多くが廃業しました。

その後も 1945 年に相模ダム、1970 年に城山

ダムといった、発電と水利用を目的としたダム

湖がつくられ、現在に至っています。

舟運

江戸時代に木材運搬を中心に盛んだった舟運

は、明治時代中頃に八ツ沢村 ( 現・山梨県上野

原市）で活発に採掘された石炭の運搬でも大い

に活躍しましたが、鉄道や甲州街道といった陸

上運搬路の整備や、米から現金への税の変化、

架橋整備・水力発電所の稼働による川の環境変

化などによって急速にその役目が失われ、昭和

初期には消滅しました。

第一水路橋（大月市）

八ツ沢発電所取水口（大月市）

水槽・水槽余水路（上野原市）

77 	 国指定重要文化財　八ツ沢発電所施設
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